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報道関係各位 

2020年 10月 21日 

自然電力株式会社 

 

自然電力と熊本県合志市が災害協定を締結 

災害時のエネルギーシステムの提供及びレジリエンス向上に係る協力を推進 

 
 
自然電力株式会社は、熊本県合志市（市長：荒木義行）と近年甚大化が進んでいる自然災害時に関す

る災害協定を 10月 20日に締結いたしました。本協定を通じて、災害時のエネルギーシステムの提

供及び災害に備えたレジリエンス向上に係る協力を進めてまいります。 

 

昨今の気候危機の影響により、日本全国で豪雨や大規模台風などの自然災害が頻発しています。 

今年 7月の令和 2年 7月豪雨は、熊本県にも甚大な被害をもたらしました。 

本協定では、合志市において地震その他災害が発生、又は発生するおそれがある場合に、自然電力が

避難所等への蓄電池システムや簡易太陽光電池等の備品の提供のほか、子ども・若者の教育環境、心

のケアに関する専門の民間団体の紹介や支援に必要な物資の提供を速やかに行います。 

 

自然電力は 2011年 6月の創業以来、日本全国で約 1ギガワットの自然エネルギー発電事業に携わっ

てまいりました。暮らしに欠かせないインフラである電気に関わる企業として、災害時に自然電力の

持つアセットやノウハウを速やかに提供いたします。さらに、備品などのハード面だけではなく、自

然電力が有するコミュニティネットワークを活用し、教育環境や心のケアに関する専門団体の紹介、

災害時に現地で必要とされるソフト面での要請への協力など、地域の一日でも早い復興に貢献してま

いります。 

 

また、持続可能な社会の実現のために、災害時だけでなく、災害に備えたエネルギーシステム構築な

どのレジリエンス向上のための取り組み支援も、今後行っていきたいと考えています。 

 
 

※本協定の具体的な内容や提供物の詳細については、今後合志市との協議を経て、今年度中を目処に

決定いたします。 
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左より、合志市 荒木義行市長、自然電力代表取締役 長谷川雅也 

詳細は合志市のウェブサイトからご覧ください。 

合志市ウェブサイト：https://www.city.koshi.lg.jp/kiji00320002/index.html 
 
 

【災害協定の概要】 

 締結日：2020年 10月 20日（火） 

 目的：災害時におけるエネルギーシステムに係る備品の提供及び子ども・若者の教育環境、心の

ケアに関する協力について必要な事項を定めること 

 協力内容 

• 災害時のエネルギーシステムの提供及び災害に備えたレジリエンス向上に係る協力 

o 避難所等へ蓄電池システム等の備品の無償提供 

o 子ども・若者の教育環境、心のケアを行う民間団体の紹介、支援に必要な物資の提供 

 

【自然電力株式会社について】 

2011 年 6 月設立。「青い地球を未来につなぐ」を掲げ、日本全国でグループとして約 1 ギガワッ

ト（2019 年 12月末時点）の自然エネルギー発電事業に携わっている。太陽光・風力・小水力等の

自然エネルギー発電所の設置・運営に必要な、開発・EPC（設計・調達・建設）・O&M（運営・保

守）・アセットマネジメント・電力小売事業等、すべてのサービスを手掛けている。2018年よりブ
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ラジル・インドネシアにて太陽光発電所を着工し、アジア・南米域を起点に世界各国でプロジェクト

を進めている。 

 本社：福岡県福岡市中央区荒戸 1-1-6 福岡大濠ビル 3F/6F 

 代表取締役：磯野謙、川戸健司、長谷川雅也 

 代表電話番号：092-753-9834 

 URL：http://www.shizenenergy.net/ 

 事業内容：太陽光・風力・小水力等の自然エネルギー発電所の発電事業（IPP）、事業開

発・資金調達、アセットマネジメント、個人・法人向け電力小売事業等 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

 自然電力株式会社 広報（担当：杉山）  

TEL（直通）: 080-4335-4550／e-mail：se-comm@shizenenergy.net 

http://www.shizenenergy.net/

